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概要：

イノベーションを語る学者は欧米に多く、欧米方式が世界
のイノベーション戦略の標準となっているが、はたしてこの流
れはこれからも続くだろうか。欧米方式を一言でまとめると、
経営者と現場担当者の意思疎通が少なく、責任と権限は経
営者個人にある。一方、日本の経営方式では個人に責任が
集中せず皆で話し合って決める、また組織の意志決定の原
案は現場の担当者が作成することに特徴がある。よって、日
本の強みは現場力であり、経営力の弱さを補完しているとも
言われている。

グローバル化で欧米方式が標準になる中、欧米方式の限
界も指摘され、むしろ設計から製造、その後の検証まで様々
な立場の人が共に関わることの必要性が訴えられている。現
場力に強みを持つ日本は、これからどうするのがよいだろう
か。様々な事象から皆さんと一緒に考えてみたい。
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